
調査項目 ①「地域による身近な公園の管理運営のあり方」に関する調査研究 

調査年次 令和元年度（１１次調査）  

目的 

近年、都市公園の特性に応じた多様な主体が、より柔軟に公園を運営し、使いこなしていくことが

求められており、特に、地域コミュニティの希薄化が課題となっている都市においては、地域住民が

一定の合意のもとで自主的に運営を行う仕組みづくりが望まれている。また、愛護会による維持管理

を行っている公園では、高齢化などのため活動が停止した場合、直営での維持管理をすることとなる

ため、維持管理費の増加に直結することとなる。このため、本調査では、身近な公園の維持管理も含

めた公園運営を、地域団体が主体的に行うための手法や愛護会活動の継続のための方策などについて

調査することを目的とする。 

概要 

以下の内容について調査を行った。 

①身近な公園における地域団体等による管理運営の現状把握 

②身近な公園の管理運営における課題解決に向けた取組み 

③身近な公園の管理運営のあり方や新たな管理手法の検討 

④身近な公園の管理運営のあり方に関する留意事項等の考察 

結果 

①身近な公園（街区公園、近隣公園等）の管理主体別（愛護会、直営、業務委託、指定管理、その

他）の管理運営現況、既存の地域団体（愛護会その他）による管理運営制度の内容や制度間比較

など、地域団体等による管理運営の現状について把握し、整理を行った。 

②地域団体における高齢化や活動の不活化、直営管理による維持管理負担など身近な公園の管理運

営上の課題解決に向けた取組みの内容について把握し、整理を行った。 

③①②の現状把握等の調査結果をもとに、先進的な事例や特色ある取組みに関する追加調査を実施

のうえ、身近な公園の地域団体等による管理運営のあり方や新たな管理手法などについて検討を

行った。 

④現状把握、追加調査等を通じた情報整理と検討を踏まえ、事業実施の際の留意点等について考察

した。 

まとめ 

課題としては、①地域団体等の会員の高齢化・担い手不足、②委託や直営管理ではないため管理

水準にばらつきがみられる、③活動団体からの要望への対応が困難、以上の 3 つが挙げられた。 

調査結果の反映等 

キーワード 

公園愛護会、指定管理者、ボランティア、企業参加 

事例公園等 

横浜市における愛護会への支援 

豊島区南池袋公園の協議会等による運営管理の取組み 

港区（東京都）におけるエリア制による身近な公園等を含む指定管理 

 

 

 


